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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 27日 (2007.4.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 書 類 名 】 明 細 書 　 　 　
【 発 明 の 名 称 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】    
【 請 求 項 １ 】
　 左 右 後 輪 の 前 方 及 び 上 方 を 覆 う フ ェ ン ダ ー 間 に 操 縦 席
を 配 置 し 、 前 記 操 縦 席 側 方 に 位 置 す る フ ェ ン ダ ー 自 体 ま た は フ ェ ン ダ ー

の 外 形 に 略 沿 わ せ た パ ネ ル 部 材 に 各 種 操 作 レ バ ー を 配 置 す る に お
い て 、 前 記 フ ェ ン ダ ー 自 体 ま た は パ ネ ル 部 材 の 車 体 内 側 に 、 肘 掛 用 の 凹 部

を 形 成 す る に あ た り 、 こ の 凹 部 底 面 を 前 記 ン ダ ー ま た は パ ネ ル 部 材
の 前 傾 斜 面 に 連 続 さ せ て 前 方 を 開 放 す る と 共 に 、 前 記 操 縦 席 に 着 座 し た オ ペ

レ ー タ が 前 記 凹 部 底 面 に 肘 を 掛 け と き に 、 前 記 操 作 レ バ ー の グ リ ッ プ 部
を つ か め る よ う 前 記 前 傾 斜 面 に 操 作 レ バ ー の ガ イ ド 穴 を 設 け た こ と を

特 徴 と す る 。
　 【 請 求 項 ２ 】
 　 操 縦 席 の 片 側 に 同 操 縦 席 の 背 も た れ 部 に 対 し 回 動 自 在 に 支 持 す
る ア ー ム レ ス ト を 設 け る と 共 に 、 こ の ア ー ム レ ス ト の 略 同 高 さ の 他 方 側
の フ ェ ン ダ ー 自 体 ま た は パ ネ ル 部 材 の 車 体 内 側 に 、 凹 部 を 形 成 し た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】    
【 ０ ０ ０ １ 】    
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】  
　 こ の 発 明 は 、 農 業 用 ト ラ ク タ や 芝 刈 機 、 或 い は 建 築 、 運 搬 用 の 作 業 車 両 操
縦 席 の 構 造 に 関 す る 。   
【 ０ ０ ０ ２ 】    
【 従 来 の 技 術 】  
　 農 業 用 ト ラ ク タ に は 、 左 右 後 輪 の 前 方 及 び 上 方 を 覆 う フ ェ ン ダ ー 間 に 操 縦 席 を 配 置 し 、

作 業 車 両

（ １ Ｆ ， １ Ｒ ） （ ２ ， ２ ） （ ３ ）
（ ３ ） （ ２ ） （ ２

） （ ４ ） （ ５ ） 作 業 車 両
（ ２ ） （ ４ ） （

６ ） （ ６ ） フ ェ （ ２ ）
（ ４ ） （ ３ ）

（ ６ ） た （ ５ ） （
５ ａ ） （ ５ ） （ ７ ）

作 業 車 両

（ ３ ） （ ３ ） （ ３ ａ ）
（ ３ ｂ ） （ ３ ｂ ）

（ ２ ） （ ４ ） （ ６ ）
作 業 車 両

に 関 し 、 特 に



前 記 操 縦 席 側 方 に 位 置 す る フ ェ ン ダ ー 自 体 ま た は フ ェ ン ダ ー の 外 形 部 に 略 沿 わ せ た パ ネ ル
部 材 に 各 種 操 作 レ バ ー を 配 置 す る も の が 知 ら れ て い る 。   
【 ０ ０ ０ ３ 】    
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】  
　 し か し な が ら 、 前 記 ト ラ ク タ 等 で 作 業 を 行 う 場 合 、 走 行 し な が ら 各 種 操 作 レ バ ー を 操 作
し て 作 業 機 の 高 さ や 傾 き を 調 整 し た り 、 変 速 位 置 を 調 整 す る も の で あ る が 、 作 業 負 荷 や 地
形 の 変 化 な ど で 車 体 が 振 動 す る 状 況 で は 同 時 に オ ペ レ ー タ の 腕 も 前 後 左 右 に 振 れ て 、 前 記
操 作 レ バ ー 及 び 操 縦 席 の 構 造 で は 、 微 妙 に 操 作 す る こ と が 難 し い と い う 課 題 が 有 っ た 。   
【 ０ ０ ０ ４ 】    
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】  
　 こ の 発 明 は 上 記 課 題 を 鑑 み て 作 業 車 両 の 操 縦 席 を 以 下 の よ う に 構 成 し た 。 即 ち 、 請 求 項
１ の 発 明 で は 、 左 右 後 輪 の 前 方 及 び 上 方 を 覆 う フ ェ ン ダ ー 間 に
操 縦 席 を 配 置 し 、 前 記 操 縦 席 側 方 に 位 置 す る フ ェ ン ダ ー 自 体 ま た は フ
ェ ン ダ ー の 外 形 に 略 沿 わ せ た パ ネ ル 部 材 に 各 種 操 作 レ バ ー を 配 置 す る

に お い て 、 前 記 フ ェ ン ダ ー 自 体 ま た は パ ネ ル 部 材 の 車 体 内 側 に 、 肘
掛 用 の 凹 部 を 形 成 す る に あ た り 、 こ の 凹 部 底 面 を 前 記 ン ダ ー ま た
は パ ネ ル 部 材 の 前 傾 斜 面 に 連 続 さ せ て 前 方 を 開 放 す る と 共 に 、 前 記 操 縦 席 に
着 座 し た オ ペ レ ー タ が 前 記 凹 部 底 面 に 肘 を 掛 け と き に 、 前 記 操 作 レ バ ー の
グ リ ッ プ 部 を つ か め る よ う 前 記 前 傾 斜 面 に 操 作 レ バ ー の ガ イ ド 穴 を
設 け た こ と を 特 徴 と す る と し た 。   
【 ０ ０ ０ ５ 】  
　 ま た 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 操 縦 席 の 片 側 に 同 操 縦 席 の 背 も た れ 部
に 対 し 回 動 自 在 に 支 持 す る ア ー ム レ ス ト を 設 け る と 共 に 、 こ の ア ー ム レ ス ト

の 略 同 高 さ の 他 方 側 の フ ェ ン ダ ー 自 体 ま た は パ ネ ル 部 材 の 車 体 内 側 に 、
凹 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の と し た 。   
【 ０ ０ ０ ６ 】    
【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 の よ う に 構 成 し た 請 求 項 １ の 作 業 車 両 で は 、 前 記 フ ェ ン ダ ー ２ 自 体 ま
た は パ ネ ル 部 材 ４ の 車 体 内 側 に 、 凹 部 ６ を 形 成 す る に あ た り 、 こ の 凹 部 底 面 を
２ ま た は パ ネ ル 部 材 ４ の 前 傾 斜 面 に 連 続 さ せ て 前 方 を 開 放 す る と 共 に 、 前 記 操 縦 席 ３ に 着
座 し た オ ペ レ ー タ が 前 記 凹 部 底 面 を 肘 掛 け と し た と き に 、 前 記 操 作 レ バ ー ５ の グ リ ッ プ 部
５ ａ を つ か め る よ う 前 記 前 傾 斜 面 に 前 記 操 作 レ バ ー ５ の ガ イ ド 穴 ７ を 設 け た の で 、 前 述
よ う に 車 体 が 前 後 左 右 に 振 れ る こ と が 有 っ て も 、 こ の 凹 部 内 に 腕 が 位 置 す る こ と と な る の
で 、 操 作 レ バ ー ５ の 操 作 が 行 い 易 い 。   
【 ０ ０ ０ ７ 】    
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】  
　 以 下 、 こ の 発 明 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 ト ラ ク タ １ ０ は 、 図 １ 乃 至 図 ３ に 示 す よ う
に 、 ボ ン ネ ッ ト １ １ 内 に エ ン ジ ン １ ２ を 設 け 、 こ の エ ン ジ ン １ ２ か ら 順 に ク ラ ッ チ ハ ウ ジ
ン グ １ ３ 、 ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス １ ４ を 連 結 し 、 こ の ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス １ ４ 後 部 左 右 に 後 輪 １
Ｒ ， １ Ｒ を 設 け て い る 。 ま た 、 前 記 エ ン ジ ン １ ２ の 左 右 側 方 に は 、 前 輪 １ Ｆ ， １ Ｆ を 支 持
す る フ ロ ン ト ア ク ス ル ケ ー ス を ロ ー リ ン グ 自 在 に 設 け 、 ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル １ ５ に よ り
操 舵 す る 構 成 と な っ て い る 。   
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 ボ ン ネ ッ ト １ １ の 内 部 に は 、 前 記 エ ン ジ ン １ ２ の 上 方 に エ ア コ ン ２ ０ を メ ー タ パ ネ
ル 支 持 フ レ ー ム ２ １ に 取 り 付 け 、 エ ン ジ ン １ ２ 前 方 の ラ ジ エ ー タ 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ の 前
部 に コ ン デ ン サ ２ ３ を 取 り 付 け 、 更 に こ の コ ン デ ン サ ２ ３ 側 部 に レ シ ー バ ド ラ イ ヤ ２ ４ を
一 体 的 に 取 り 付 け る 構 成 と な っ て い る 。 そ し て 、 前 記 エ ア コ ン ２ ０ 内 の 冷 媒 を 順 に 、 エ ン
ジ ン 上 部 の コ ン プ レ ッ サ ２ ５ 、 コ ン デ ン サ ２ ３ 、 レ シ ー バ ド ラ イ ヤ ２ ４ 、 そ し て エ ア コ ン
２ ０ と 各 ホ ー ス を 介 し て 巡 廻 す る 構 成 と な っ て い る 。   
【 ０ ０ ０ ９ 】
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乃 至 請 求 項 ３
フ ェ ン ダ ー

の



　 前 記 エ ア コ ン ２ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 体 前 部 に 外 気 導 入 口 ２ ９ 、 本 体 後 部 に フ ィ
ル タ ー ２ ７ を 介 し て 内 気 吸 込 口 ３ ０ を 設 け 、 前 後 方 向 に 連 通 し た 中 央 部 通 風 路 ３ １ に 車 体
前 部 に 向 っ て エ バ ポ レ ー タ ３ ２ 、 ヒ ー タ ３ ３ 、 フ ァ ン ３ ４ を 直 列 に 配 置 す る と 共 に 、 側 部
通 風 路 ３ ５ を 介 し て 冷 風 ま た は 温 風 （ 矢 印 で 示 す ） を 再 度 車 体 後 部 へ 送 り 、 後 方 吹 出 口 ３
６ ま た は 下 方 吹 出 口 ３ ７ か ら 排 風 す る 構 成 と な っ て い る 。 ま た 前 記 エ ア コ ン 本 体 側 部 に は
、 温 水 の 循 環 量 を 調 整 す る 制 御 弁 ２ ８ や 、 前 記 冷 風 ま た は 温 風 を 、 後 方 吹 出 口 ３ ６ ま た は
下 方 吹 出 口 ３ ７ を 選 択 す る シ ャ ッ タ ー 操 作 軸 ３ ８ を 設 け て い る 。   
【 ０ ０ １ ０ 】
　 尚 、 前 記 吹 出 口 ３ ６ （ ３ ７ ） か ら 排 風 し た 風 は 、 別 途 設 け た ダ ク ト を 介 し て キ ャ ビ ン ８
内 の メ ー タ パ ネ ル 側 方 や 下 方 か ら 吹 き 出 す 構 成 と な っ て い る 。 ト ラ ク タ １ ０ の キ ャ ビ ン ８
は 、 前 記 ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス １ ４ 上 方 に 設 け た フ ロ ア ４ ０ の 前 部 左 右 に 前 フ レ ー ム ４ １ ， ４
１ を 、 後 輪 １ Ｒ の 前 方 及 び 上 方 を 覆 う 左 右 フ ェ ン ダ ー ２ ， ２ 後 部 に 後 フ レ ー ム ４ ２ ， ４ ２
を 立 設 し 、 こ れ ら 各 フ レ ー ム ４ １ ， ４ １ ， ４ ２ ， ４ ２ の 上 端 部 同 士 を 上 フ レ ー ム に よ っ て
連 結 し 、 更 に 上 フ レ ー ム に ル ー フ ４ ３ を 取 り 付 け る 構 成 と な っ て い る 。   
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 前 記 フ ェ ン ダ ー ２ ， ２ に は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ブ ロ ー 成 形 し た 拡 張 用 フ ェ ン ダ ー
４ ４ を 既 存 の フ ェ ン ダ ー ２ の 後 部 、 詳 し く は フ ェ ン ダ ー 後 端 部 の テ ー ル ラ ン プ 開 口 穴 内 で
ボ ル ト に て 取 り 付 け 、 前 記 後 輪 １ Ｒ の 泥 跳 ね を 防 止 す る 構 成 と な っ て い る 。   
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た こ こ で は 、 前 記 拡 張 用 フ ェ ン ダ ー ４ ４ を 、 前 記 後 輪 １ Ｒ を 前 方 か ら 上 方 へ か け て 覆
う フ ェ ン ダ ー ２ 面 に 沿 わ せ た 前 斜 面 部 ４ ４ ａ と 、 テ ー ル ラ ン プ 周 囲 の 後 平 面 部 ４ ４ ｂ と に
分 割 し 、 前 後 ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ を 差 込 式 に し て 接 続 す る 構 成 と な っ て い る 。   
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 前 傾 斜 部 ４ ４ ａ ま た は 後 平 面 部 ４ ４ ｂ を 各 種 用 意 し て 組 合 わ せ を 変 更 す る
こ と で 、 異 な る ト ラ ク タ １ ０ の 仕 様 、 型 式 に も 拡 張 用 フ ェ ン ダ ー ４ ４ を 取 り 付 け る こ と が
で き 、 生 産 コ ス ト を 極 力 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 同 フ ェ ン ダ ー ４ ４ を 持 ち 運 ぶ と き に
、 軽 量 と な る た め 取 扱 い 易 い 。   
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ト ラ ク タ １ ０ の 操 縦 席 ３ は 、 前 記 左 右 フ ェ ン ダ ー ２ ， ２ 間 の 中 央 や や 左 側 に 変 位 し て 設
け 、 前 方 に ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル １ ５ を 、 右 側 方 に こ の 発 明 の 凹 部 ６ を 形 成 し た パ ネ ル 部
材 ４ を 設 け て い る 。 前 記 パ ネ ル 部 材 ４ は 、 図 ７ 乃 至 図 ９ に 示 す よ う に 、 前 記 フ ェ ン ダ ー に
沿 わ せ た 形 状 と し 、 操 縦 席 ３ の 背 も た れ 部 ３ ａ 側 方 位 置 か ら 、 前 記 後 輪 １ Ｒ の 前 斜 面 を 覆
う 傾 斜 部 に か け て 凹 部 ６ を 形 成 す る 構 成 と な っ て い る 。 こ の 凹 部 ６ の 形 状 は 、 車 体 外 側 及
び 後 側 を 壁 部 に よ り 囲 ま れ 、 底 面 を 前 傾 斜 面 に 連 続 さ せ て 前 方 を 開 放 す る 構 成 と な っ て い
る 。   
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 前 記 パ ネ ル 部 材 ４ の 凹 部 ６ の 底 面 と 前 傾 斜 部 に 亘 り 、 レ バ ー ガ イ ド 穴 ７ を 設 け 、 こ
の ガ イ ド 穴 ７ か ら ト ラ ク タ １ ０ に 連 結 す る 作 業 機 の 高 さ を 操 作 す る ポ ジ シ ョ ン レ バ ー ５ を
突 出 す る 構 成 と な っ て い る 。 以 上 の よ う に 構 成 し た ト ラ ク タ １ ０ の 操 縦 席 ３ は 、 車 体 が 前
後 左 右 に 振 れ る こ と が 有 っ て も 、 オ ペ レ ー タ の 腕 は 、 前 記 凹 部 ６ の 外 側 及 び 後 側 の 壁 部 に
規 制 さ れ る の で 、 ポ ジ シ ョ ン レ バ ー ５ を 目 視 し て 確 認 す る こ と な く グ リ ッ プ 部 ５ ａ を 掴 む
こ と が で き 同 レ バ ー ５ の 操 作 、 特 に 微 小 な 調 整 が 行 い 易 い 。   
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 前 記 パ ネ ル 部 材 ４ の 前 傾 斜 部 に は 、 更 に 下 方 位 置 に 変 速 レ バ ー ４ ５ 用 の ガ イ ド 穴
４ ６ を 設 け 、 こ の ガ イ ド 穴 ４ ６ よ り 突 出 す る 変 速 レ バ ー ４ ５ の グ リ ッ プ 部 を 前 記 同 様 に オ
ペ レ ー タ が 操 作 で き る よ う 車 体 内 側 に 配 置 し て い る 。 尚 、 図 ８ 、 図 ９ 中 の 符 号 ４ ７ は 、 凹
部 底 面 に 敷 い た ア ー ム レ ス ト 用 弾 性 部 材 兼 パ ネ ル 内 側 の ス イ ッ チ ボ ッ ク ス 蓋 部 材 を 示 し 、
符 号 ４ ８ は ト ラ ク タ １ ０ に 連 結 し た 各 種 装 置 の 操 作 レ バ ー を 示 し 、 符 号 ４ ９ は ト ラ ク タ １
０ に 搭 載 す る 制 御 装 置 の ス イ ッ チ （ 設 定 器 ） を 示 す 。   
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 ま た 前 記 操 縦 席 ３ の 左 側 部 に は 、 前 記 凹 部 ６ の 底 面 と 略 同 高 さ に ア ー ム レ ス ト ３ ｂ を 背
も た れ 部 ３ ａ に 対 し て 回 動 自 在 に 設 け 、 キ ャ ビ ン ８ へ の 乗 降 り を 容 易 に し て い る 。 尚 、 こ
の 発 明 の 別 形 態 と し て は 、 前 記 パ ネ ル 部 材 ４ を 削 減 し て 、 こ の 凹 部 ５ を フ ァ ン ダ ー ２ に 直
接 形 成 す る 構 成 と し て も 良 い し 、 凹 部 ５ 前 方 に 配 置 す る レ バ ー は 他 の 操 作 レ バ ー で あ っ て
も 良 い 。   
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】    
　 【 図 １ 】  ト ラ ク タ の 全 体 側 面 図 。   
　 【 図 ２ 】  ボ ン ネ ッ ト 内 部 の 側 面 図 。   
　 【 図 ３ 】  ボ ン ネ ッ ト 内 部 の 平 面 図 。   
　 【 図 ４ 】  （ Ａ ） エ ア コ ン の 平 面 図 。 （ Ｂ ） エ ア コ ン の 側 面 図 。 （ Ｃ ） エ ア コ ン の 正 面
図 。   
　 【 図 ５ 】  （ Ａ ） 拡 張 用 フ ェ ン ダ ー の 分 解 斜 視 図 。 （ Ｂ ） 上 記 拡 張 用 フ ェ ン ダ ー を 組 付
け た 斜 視 図 。   
　 【 図 ６ 】  拡 張 用 フ ェ ン ダ ー の 後 部 組 付 け 部 を 断 面 し た 側 面 図 。   
　 【 図 ７ 】  操 縦 席 の 側 面 図 。   
　 【 図 ８ 】  操 縦 席 の 正 面 図 。   
　 【 図 ９ 】  操 縦 席 の 平 面 図 。   
　 【 符 号 の 説 明 】
１ Ｆ  前 輪   
１ Ｒ  後 輪   
２  フ ェ ン ダ ー   
３  操 縦 席   
４  パ ネ ル 部 材   
５  ポ ジ シ ョ ン レ バ ー   
６  凹 部   
７  ガ イ ド 穴   
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